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<は じめに >

七世紀以降の後期仏教哲学史の礎石を築いたグルマキールティは,主著

「プラマーナヴァールッティカ」第二章 (プ ラマーナシッティ章)の 中で,かな

リシヴァ教パーシュパタ派を意識 している。 もっとも大部分はニヤーヤ・

ヴァイシェーシカ学派において定立されたテーゼを問題にしたものである

が・……・。

我々の内容科段①で言 う第二節 (KK.10-16)に おいて,パ ーシュパタ派

の使徒 としての六世紀正理学派が種々試みた,「主」なる神 (I`Vara)_シ ヴ

ァを宇宙の主宰者 とする証明を, ダルマキールティ自身の論理学上の成果

を駆使 して批判 しているが, 第二節 (KK.21-28)で 反論する神・ 作因説

もこの派の主張命題である。 その他, 第三節 (KK.29-30)で, ミーマー

ンサー学派に対 してヴェーダ・ プラマーナ説を破 しているが, その最後に

言 う。「遠方を見ても見なくても,願われた実相を見る限 り(プ ラマーナで

ある。)遠方を見 る者がプラマーナであるならば,来なさい。 (遠方を見る)

鷲に近侍 しよう。」

diram pasyatu va ma va tattvanl l,tanl tu pasyatu/

prama,att diradar`:ced eta grdran upasmaheノ

村木
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この標楡の対象として,む しろ「ノく―シュパタ・スー トラ」 I・ 21-22

の「遠 くを見,聴 き,考える識がこの者に働 く。一切知者性である。」

diradar`ana`rava,amananavijianani casya pravartante/

sarvajiata/

という句を予想 しているように見える。

グルマキールティとほぼ同年代であった中国の玄奨による「大唐西域記」

は, ダルマキールティ当時のインドの状況を伝えていですこぶる興味深い

が, それによれば,「大自在天」を奉ずる「塗灰外道」は,ベナレスを始

め各地に報告され,特 にマーラヴァ国が注目される。 この国は「南 (北 ?)

羅 々国」,す なわちラクリーシャ碑文に伝えるLata国であ り,「大都城」は

ウッジャイニーを指す。 すなわちカウンディニヤが「五義疏」において言

う,「人の姿をとれるパガヴァットは婆羅門の身体にの り移って,カ ーヤー

プァタラナに化現 したのであり,か くして徒歩でウッジャイニーに到 り」(a

パーシュパタの法を布教 したのである。玄奨によれば,東北のマガダ国と

西南のマーラヴァ国が学芸盛んな地で, ここウッジャイニー辺は「異道」

の人々が多 く,多 くは「塗灰外道」の輩 と言 う。 (平凡社版・水谷訳351頁 )

プラーナ文献に基づtヽ た地誌「Karava,a― Mahatmya」 (GOS.Vol.15 App.)

や碑文によれば, パーシュパタ派の祖師と見られるラクリーシャ=ナ クリ

ーシャは,バ ローダ市南方のナルマダー河畔にあったカーヤーヴァタラナ

(カ ーラヴァナ=カ ールヴァン)の地で生まれ, それより三百キロ内陸にあ

るウッジャイニーに趣いて布教を始めたのである。「大唐西域記」でも五一

六ケ所に渉って報告されているパーシュパタ者の盛況は, 当時の仏教教団

が直面 していた状況のようで, 後者 との比較資料の一端 として,「露形で

服を着けぬ者,身に灰を塗る者など,苦行に精励 し,生死の境より出離す

ることを求めている」 (水谷訳315頁)と いうパーシュパタ派の実践体系が

如何なるものであったかを,そ の根本文献から把握 したい。③
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<序 論 >

パーシュパタ派の体系については, シャンカラの記述やサーヤナ・マー

ダヴァの「サルヴァダルシャナサングラハ」の紹介に従って,所作 (karya)

作因 (kara,a), ョーガ,方軌 (Vidhi),苦 の終焉 (dubkhanta)の 五原理

を以って理解されることが多い。しかし「′く―シュパタスートラ」 自身は

体系的な原理よりは,き わめて神秘主義的な実践を説 くものである。

カウンディニヤに到って,「五原理 (paicapadartha=paicartha)」 の語

でパーシュパタ派の体系を統括 し①,彼の註釈を「五義の疏 (PaiCartha_

Bhaoya)」 と名付けた。 六世紀正理学派のパーシュパタ者が好んで使 うよ

うになった「動力因(nimitta)」 の語も,「全能なる作者(prabhuぃ karta)」

といった呼称と共に,彼が始めて使っている0。

これをプラシャスタパーダはヴァイシェーシカ形而上説の上に導入 した。

生成 と壊減の永遠回帰の宇宙論 とい う世界観の上に,宇宙の主宰者 として

神―シヴァを要請 したもので,神の意欲 (iCCh⊃ によって霊我におけるエ

ネルギー (adttta)が 働き,身体・感官等 と結合すると言 う。 また同様にし

て極微 (parama,u)が結合して二微果 (dVya,uka)が 生じ,な いし粗大な

現象世界が顕現する。輪廻する有情を休息せしめんと欲する壊滅の時が到

ると,エネルギーを停止せしめ,世界は元素に還元される。個我 (atman)

と元素 (a,u)の結合と分離は神の意欲によるものとしている0。 ただプラ

シャスタはこのような宇宙論的神論を,「創造 と破壊」 の節で説 く以外 ,

二微果に対する神の弁別知 (apekoabuddhi)の 記述や礼拝頌で神にふれる

程度である。 このような生硬な神論導入が正理学派の手に成ると一層体系

的図式的に整えられて0,神の証明を容易にした。カウンデ ィニヤに示唆

された神の証明が可能 とな り, パーシュパタ派の形而上説 もここにおいて

始めて開花することになったのである。

ジャイナ教白衣派のハ リバ ドラスーリは,「 シャッドダルシャナサムッ
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チャヤ」第二章の冒頭で,「 アクシャパーダの見解では,シヴァ天が創造 と

破壊を為す者であ り,遍満にして常住・唯一なる一切知者であり,常住の

知を持つ者である」 と,正理学派の宗教的テーゼを紹介した。第五章冒頭

では「 (ヴ ァイシェーシカ学派は)神 の領域には相異がな く,正理学派と同

様である」 と言 う。註釈者 グナラトナは, ナクリーシャを始めとする化身

としての十八人の聖者の系譜を挙げるなどの努力をしているが,「杖を持

ち,ぼ ろ布を着,毛衣で蔽い, もとどりを結い」云々が,果 してパーシュ

パタ派独自の形態だったか。 しかし「これらの人々はタベに歯や足などを

浄めんとして, シヴァを瞑想しつつ灰にて三度三度肢体をふ く」③ などは,

まさしく「パーシュパタ・スー トラ」 I・ 2を発発 とさせる。

なお彼が,正理学派をシャイヴァ派, ヴァイシェーシカ学派をパーシュ

パタ派に比定するのは有名な話であるが,前者がシヴァを,後者が有情主

を念ずるからだそうだO。 しかしもちろん両者は同一神格で, 両派弁別の

根拠にはならない。「 これらの供儀, 誓願の方軌はそのアーガマに従って

知 られたい。」COl「私が聞いたまま見たままをここで述べただけで, 詳 しく

は当該の文献で知 られたい」。。と言って,ジ ャイナ教徒ゆえのシヴァ教の知

識の欠如を吐露 している。

また, グナラトナやラージャシェーカラは, ナクリーシャ以下十八の化

身を挙げるが, シヴァ系プラーナ諸文献の伝える所は, シュヴェーターシ

ュヴァタラ仙以下二十八の化身である②。 ちなみに「シュヴェーターシュ

ヴァタラ・ウパニシャット」を一読すれば,苦行の力と神の恩寵によって

この聖仙 (化身ではない)が説いたという讃歌の語彙が,「′く―シュパタ 。

スー トラ」のものと似ていることが 感知される。 これに関連 して「クー

ルマ・ プラーナ」の一節は,大パーシュパタ派の首座 (mahapa`upata_

uttama)と してのシュヴェーターシュヴァタラ仙が, 自派 (SVa`akha)の

道場 (a6rama)を 開き,ぼ ろをまとい, 規矩(Vidhi)を守 り,灰を塗って,
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「アタルヴァシラス・ ウパニシャッド」 を詠唱する様を描いている0。  し

かし,我々の見ている根本文献は,祈 りの旬に「タイッティリーヤ・ アー

ラニヤカ」 の五句を用いている⑭。 こうしてパーシュパタ体系の真の把握

は,バ ーサルヴァジュニャが「五義の教書 (paicartha`astra)」 と呼ぶ⑤

「パーシュパタ・ スー トラ」に依らなければならないことが理解される。

(1)木村「量評釈・ プラマーナシッディ章の宗教論と解脱論」印度学仏教学研究第

20巻 1号参照。

(2) Trivandrum Sanskrit Saries No. 143, Pa`upata‐ Sitras with Paicartha―

bha,ya Of Kauttdinya,ed.by Ro Anantakr,,a Sastri(1940)3, 16-17。

旧}パーシュパタ派の根本文献にふれたものには, S.Dasgupta,A HistOry of
lndian PhilosOphy Vol. 5(1955)J.Gonda,Die Religion lndiens Bd.2(1963)

などがあるが,宗教文学面からの原実氏のアプローチに示唆を受けた点が多い。

F.A. Schultz, Die PhilosOphisch‐ theologischen Lehren  des Pa`upata‐

Systems(1958)H.Chakraborti,Pa`upata‐ sitram with PaicarthabhaOya of

Kau■dinya(1970)は 脱稿時までに未入手。

(4) Paicarthabha,ya 6,21-22。

(5) ibid.73, 11  73, 19。

(6) Jagadi`a― sikti ad Padarthadharmasaigraha(Chow. ed。 )280, 10。

け)正理学派の神論展開を追跡 したウィーン大学の諸研究を羽田野 。木村「 <学会

展望>・ 正理勝論派神論の研究一― ウィーン学派における一一」文化第 35巻第 3

号)で紹介・評論 した。

(8) Tarkarahasyadlpika(Bid, Ind.ed.)49, 8-9。

(9) ibid. 51, 5-8。

101  ibid. 50, 1-2。

llll  ibid. 51, 8-9。

l121 R.A.Sastri's intrOduction(Op.cit.p.3 fn.)

10 原実「

`veta`vatara―

upani,ad Ⅵ 21」 (「宗教研究」第168号)9394頁。

l141 原前掲論文82-81頁。

R.G.Bhandarkar,Vai,,a宙 sm,Sai宙 sm,and Minor Religious Systems p.1124

fn.に よれば,シ ャイヴァ派でも sadyoiatam..,vamadevaya...,aghorebhy‐

ab...,tatpuru,aya.¨ ,16anab.¨ の 5句は,シ ヴァの5面を表わすと見る。

(151 Ratnatlka 2. 14
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なおサーヤナ 。マーダヴァによれば,疏よリー層詳細かつ体系的な複註 Paicar‐

thabha,ya‐ Dipikう もあったよし,又バーサルヴァジュニャは敬意を以って寧ka

作者の引用をしている。(Ratnatika 19,3)

<「′く―シュパ タ・ スー トラ」第 1章の解釈 >

以下,カ ウンディニヤの註釈に依拠 して「′く―シュパタ・スー トラ」 を

見ることになる。その実践体系を集中的に説いている箇処は第一章である

ので,紙幅の関係上この章のみを詳細に見て, 余章は概論することに留め

よう。

「それではこれから, 有情主によるパーシュパタなるコーガの方

軌を説明しよう。」(1)

疏によれば,有情主 (pa`upati)は 所作と作具①を直観的に見る者 (praty‐

ak,adar6in), 救済の方策と救済対象を直観的に見る者である。 か く一切

知者・ル ドラーシヴァは 自在力 (ai6vary→ を持ち,解脱せる者にして,

能 く疑間に答え得る者で,す ぐれた権証性 (prama,ya)を 有する。

神・ シヴァはカーヤーヴァタラナの地にて,婆羅門の姿に化現 した後 ,

ゥッジャイニーに趣いた。 クシカ聖者が 彼に近づき, 足に額づいて言っ

た。「バカヴァットよ, 自己による, 天による, 物によるこれら一切の苦

しみの 究党絶対なる滅却は あ りや否や」② と。 これに対 して 「それでは

(atha)」 なる語によって答え,教示 したものが, このスー トラだと言 う。

教説の目的は経の最後に述べられるように苦の終焉 (duぃkhanta)で ぁ

り, 方法論を「′く―シュパタなるヨーガの方軌」という語で表わす。「ヨ

ーガの方軌 (yogaVidhi)」 なる, 第六格を内包した格限定複合詞 (sasthl‐

tatpurus→ のうち,「 ヨーガ」は神と個我々の結合 にtme`Varasattyoga)

を言う。 三味を相とする行法であるが,「結合」の原義を兼ねて, かく定

型的に解釈される。ヨーガはただ観念的に得られるものではなく,種 々の
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実践体系を基礎 として可能である。それが「方軌」である。

「′く―シュパタなるヨーガの方軌」によってサーンクヤ・ ヨーガを排 し

たものだと言 う。カウンディニヤの,サ ーンクヤ・ ヨーガに対する反感或

いはライパル意識は相当なもので,「独存位 (kaivalya)に 達 した者 も苦 し

むことを経験するから」 といった板楡,「神の恩寵 (praSada)に よって苦

の終焉を得るのであって,知慧,離欲,法,自 在,厭離のみからではない」

といった神秘主義或いは宗教主義の優越視,「サーンクヤ・ ヨーガによって

解脱せる者,お よびサーンクヤ・ ヨーガの神人 (I`vara=siddhe`vara)は ,

すべて梵天を始めとし動物を終 りとする諸有情 (すなわち輪廻する者)だ と

伝えられる」 という偶の引用などを見よ。

「三度,灰 によって沐浴すべし,」 (2)

かわたれ,正午, たそがれと三度③, 灰を用いて身体に付着せる油,垢 ,

臭い等を拭 う。灰はすでに他者によって享受され己ったもので, その使用

は無所有 と不殺生の禁戒に背かない。灰は火と薪の結合より生ぜる浄らか

なもので,定期灰浴,臥床,随浴の伴侶であるから,可能な限 り, 多量に

托鉢せよ, と言 う。食や水 と共に行乞の重要な対象である。灰浴はザッハ

リッヒには身体の浄化のためであるが,「勝義的には」灰の浄らかな徳性

をわが ものとし,個我の浄化をはかるものである。

「灰中に臥せるべ し。」(3)

日中に行者は地面の一部を限って灰を撤き,学習瞑想に恵念 し,教説を

思念する。疲れれば夜間灰の上に身を横たえて休息することを得。 しかし

睡眼は必要最小限に とどめることを要請される。「・……輪廻を恐れる偉大

な行者は瞑想を専らとし,睡眠をとらない。」「すぐれたもの (解脱)を求め

る者の眼には眠 りの久 して留まることがない。……・」 といった偶を引用す

る。

「随浴が (為 されるべ し)。」14)
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糞尿の排出等,不浄を経験 した場合は,定期の灰浴の後でも随時の灰浴

によって浄化 しなければならない。 またパーシュパタ者の徴標 (linga)の

ためにも随時の灰浴が奨励される。

「捨てた花環 (を冠するべ し。)」 (励

すで に捨 てられたもの (nirmukta)を 表わすと前綴辞「nis」 を付 し,

「malya」 |ま 花の集積である。 信仰の深からんがために, またパーシュパ

タ者の徴標のために持つべきだと言 う。頭に冠するものである0。

「徴標を持する者 (た るべ し。)」 (0

四住期に従 う婆羅門において,入門 した生徒にはムンジャ草の帯などが ,

家住者には三衣等が,林住者にはもとどり等が,遊行者には剃髪等が徴標

であるように,パ ーシュパタ者は灰を徴標 とする。パーシュパタ 。コーガ

に依る者は正統婆羅門の四住期の倫理を離れることを要請される。前者は

正道 (Satpatha),後 者は邪道 (kupathう とさえ言われる。

「聖域に住する者は」
『

)

カウンディニヤは「聖域 (ayatana)」 の語源を動詞語根「祀る Vyaj」

に求め,家住者が家の中に祀 りごとの聖域を設けて供儀するように, パー

シュパタ者は地面の一部を限 り,或いは木の根元を以て直ちに聖域 とし,

行道の場 とする。

「笑い,歌, 踊 り, ドゥンドゥン音声, 礼拝,諷誦,規矩によっ

て近侍すべ し。」(81

灰浴の後,聖域にてこのような行を為す。日空内を開いて高 く笑い,歌

は音楽論 (gandharva`astr⇒ の規定にとらわれることなく,神の会 (Sa‐

bha)において神の徳性, 実体, 行為に由来する名を念ずることに資すれ

ば良い。 踊 りは舞踊学 (natya`astra)の 規定にとらわれることな く,手

足等を挙げ,下げ,曲げ,延ばす。歌 と共働する如 くに動 くを良しとする。

ドゥンドゥン音声は,舌の先と口蓋を接触して「Oui 4ui」 と高らかに発
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する。礼拝 (namaSkara)|ま 口頭ではなく心 (manaS)を以ってするもの

である。そして「namab」 とは, 自己を投げ出して神に供えることである。

諷誦 (japya)と は,「Sadyojatam」 等の聖句の如き一連の文字 (ak,ara)

を,意義を省察 しつつ唱えることである。 規矩 (upasatthara)は, 全体

を表わす前綴辞 「upa」 を付 した語で, 全行為の規定 (niyama), 誓戒

(Vrata)の 意味である。

「大天の南面像に対 して。」(9)

前句の upatisthetの 目的語である0。

ここでカウンディニヤは, 五つの禁戒 (yama), 五つの規定 (niyama)

を詳細に論 じ,「′く―シュパタ・スー トラ」やマーナヴァ派の法典等の引

用を以って,すでに定立されていることを示 さんとする。 これら十項の倫

理規定は, 不殺畳ュ(ahirnsa), 禁りて(brahmacarya),  不妄語(Satya),  ブド

世俗 (asa血Vyavahara), 不盗 (asteya)の 五禁戒および柔和 (akrodha),

師への救学 (guru`u`rusa),清 浄 (`auca), 小食 (aharalaghava), 不放

逸 (apramada)の 五規定である。

「一衣の者達 (た れ)」 任0

衣服は無所有の精神に則 り,恥を払 うために (lajjapratikarartham)一

衣があれば良い。

「或いは無衣の者達 (た れ)」 IJ

無所有に徹するためには,も とよリー衣をも捨て,生 まれたまま (yatha

jata)の裸形になるが良い。 もし不可能ならば一衣のみ着けよ。

「小大便を見るべからず。」任2

灰を得るためや水を乞 うために,聖域を出で村に入るも良し。 ただし人

の(牛等の,ではない)小便や大便 (す る)を見るべからず, と言 う。後に説

明されるように,嫌悪の情の起るを防 ぐためである。

「女性 と奴隷階級に話 しかけるべからず。」田
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これは後に説明されるように,愛欲および1憎悪の情を防 ぐためである。

「 もし見たり話 しかけた りした場合,」 l141「灰浴 して」t励

「upaspr`ya」 とは,灰と身体が触れること(VSpr6)を 言い,従 ってこ

こでは沐浴すること(VSna)と 同義である。

「呼吸をとどめて」任0

呼吸 (pra,a)を とどめる時間は二十瞬間 (matra)な いし三十瞬間であ

る。その間は瞑想状態になる(dhyanl‐ vbh■ )。 その後,徐 に々鼻から吐出

する。

「ル ドラのガーヤ トリー歌,或いは多相者の(歌)を諷誦すべし。」l171

「ルドラの (raudrI)」 の語で, ヴェーダにおける歌 (Vaidikyadigayatrl)

を否定し,「 ガーヤトリー歌」の語で,「Sadyojatam」 等の聖句③を否定す

ると言う。第四章末尾の聖句

tatpuru,aya vidmahe mahadevaya dhimahi tanno rudrab

pracodayat/

が,「raudr:gayatri」 と呼ばれる三十四音節の詠歌で0「シャタパタ」等

のブラーフマナに好んで使われる形の叙想法 (S%″%%θ″υの を使っている

(Cfo Whitney,Sanskrit Grammar§ .737)こ とから,起源の古さが推知

される。「多相者 (bahurupa)の 歌」とは, カウンディニヤに依れば第三

章末尾の聖句

aghorebhyo'tha ghorebhyo ghoraghoratarebhya`ca/

sarvebhyab`arvasarvebhyo namaste'stu rudrarupebhyaヾ 式

である③。

「清浄な知を持つ者に」18

先の規定に反 して,人の小大便 (す る)を 目撃 した者には嫌悪 (dVe,a)

の情が,女性に話 しかけた者には愛欲 (iCCha)の情が, 奴隷階級に話 し

かけた者には憎悪 (krodha)の 情が起る。それらは清浄な知 (akalu,amati)

-34- シヴア教・パーシュパタ派における実践体系 (木村俊彦)



を くもらせるものであ り,そ れらを防 ぐ者に清浄な知が具わる。

「行 じつつある者に」仁9

聖域における行一般を言 う。苦行 (tapaS)と 総称されることもある。現

在分詞を使って現在進行を表わすと。

「その者に,そ れによってヨーガが働 く。」201

ヨーガは神 と個我の結合 (atme6varasattyoga)に 由来せしめられる語

であるが, ここでは学習 。瞑想等の行為 ヨーガ (kriyayOga)を言 う。 そ

れを通 じて,以下の神秘的自在力の発動がある。

「遠 くを見,聴き,考える識がこの者に働らく。」2J

遠 くを見,聴き,考えるとい う能力は, 元来, 神に属する自在力 (ma‐

he`varam ai`varyam)でぁる。しかしヨーガによって成就者 (Siddha)と

なった者 も神同様に自在力を身につけ,一切の対象を総合的ないし分析的

(samasavistaravibhagavisesatas)に 見,聴き,考えることができる。

「一切知者」口「心の速かさ」閣「意志の相を持つこと」囲「破壊者」閣「(以

上のような)法を持つ者であるc」 鋤

遠 くを見ないし破壊者であるとい うこれらの神秘的自在力は神の恩寵に

よることが強調される。

「この者 (成就者)に は一切の支配性がある。」囲「そして一切の者に

支配されざる性質がある。」口 「一切の者にの りうつる。」②「そし

て一切の者にの りうつられない。」側

「 この者にすべての消滅性あ り。」80

か くの如き神人は,ヤ クシャ,ラ クシャス, ピシャーチャ等の鬼霊にの

りうつ り,呼吸を止めて消え入ることが可能である。

「そして一切の者に消え去られることがない。」⑫

神人は天等の身体をも,全能 (prabhu)。 遍満 (Vibhu)な る力を以って

覚知することができる。
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「不畏」l・
381,「不滅」1341,「不老」0,「不死である。」1361

それらは常住な神の自在力を身につけるヨーガによって達成され得 るも

ので,単に自己の心を修めるだけのサーンクヤ・ ヨーガの及ぶ所ではない

と言 う③。 神 との結合を目指すパーシュパタ・ コーガには,神の恩寵があ

るからである。

「一切に融通無碍に趣 く。」130

「以上,バ ガヴァット・大天の諸徳性を具える者は,大替族主 (と

呼ばれる。)」 1381

支配されざることないし融通無碍の,上記八つの自在的徳性を具えた神

人は,ナ ンディン, マハーカーラなどの省族を従えた シヴァと同じく⑩
,

大替族主 (lnahagha■ apati)と 呼ばれる。

「ここで次の聖句を唱えよ。」1891

第一章の学習を了えるにあたって,不善から離れ,非法を断じ,法を増

大せしめんがために, 次の聖句 (brahman)を 心をこめて唱えよと言 う。

「brahman」 |ま 元来, ヴェーダ,祈 り,聖典を意味するが, ことではシヴ

ァ教の祈 りの句を言 う。

「サ ドヨージャータに相見せん。」1401

「sadyojata」 とは,「生まれたばか りの (子牛)」 とい うシヴァの呼称で

あるが,カ ウンディニヤは「Sad」 を「永遠に有」 なる意味 とし, ないし

「不生」と読んで, a音省略 (avagraha)を 想定 し,生死を超越せる者 とし

た。 語源解釈 としては付会説だが,「生死の境より出離することを求めて

いる」 とい う玄奨の紹介を想起させる。

「サ ドヨージャータに礼拝す。」1411「我はどの世においても優越す

ることなし。」142「我を守れかし。」1431「有を起す者よ00。」140

以上で第一章が已る。
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(1) PaiCarthabha,ya 2,20 の kara■a を kara■ a lこ 訂正。

(2) ibid. 4, 8-10

{3)序論にあげたグナラ トナの紹介,“ ete pratar dantapadadi`auca,vidhaya

`iva,dhyユ

yanto bhasmanaiganl tristrib SpF`anti"(Gu,aratna,loc.cit.49,

8-9)は ,タベに 1回灰を3度塗ることを言っているが,カ ウンディニヤによれば

かわたれ正午たそがれの3回 で (Kau■oinya,loc.cit.9,3-5),パ ーサルヴァジ

ュニャによればかわたれ時 (pirvahnasandhya)と は日の出の前の時である。

(Ratnatika 18, 8-9)

(4)花 を集めたものは頭に冠せよとバーサルヴァジュニャは言う ibid。 12,1718。

に)第六格(属格)が 目的語となる場合について,Cf.Speyer,Skt.Syrtax§ .131

(6)すなわち, Sadyojatam prapadyami/sadyoiataya vai namab/bhave
bhave natibhave/bhalaζ Va mam bhavodhava/な る第 1章末尾の聖句を始

めとし,第 2,3章および第 5章末尾の聖句を除 く。

け)原前掲論文83頁 ならびに Paicarthabha,ya 123,9に依る。

は)諷誦されるルドラの歌および多相者の歌をバーサルヴァジュニヤは,「第 3お

よび第 4の聖句 (mantra)」 と呼ぶ。(Ratnatlka 19,28)

0)なおパーサルヴァジュニャも, 独存位 (kaivalya)に 達した者に他の垢れがな

くても,(依然)有情 (pa`u)た るゆえに,再度輪廻に陥いるのだと言う。

(Ratnatikユ  23, 6-7)

1101 Paicarthabha,ya 51, 12 Ratnatik五 3, 10

1111 出版本 bhavOdhavabを bhavOdhavaと 訂正。「有を起す者」とは註釈者達

によれば創造と破壊の作者たることである。付記(**)参照。

<余章の要約 >

第二章の特異なテーゼは,「不吉なものがここでは吉祥 (manttala)で あ

る」仔)と いうことである。 この価値転換の倫理説は,後に更に見ることに

なろう。また正統派婆羅門社会で伝統的に説かれる諸天や父祖の祀 りごと

に代えるに, 人の業に依存 しないですべてに意志する者 (Sarvakamika)

たるシヴァー神への崇拝を以ってせよ, と言う。 自己を神の御前に投げ出

す施与と祭祀 (p■ia)を あわせて「礼拝す (namab)」 の意味になるが,そ

の施与と祭祀と(狭義の)苦行が三位一体 となって広義の苦行を形成 し, ヨ

ーガに導びく。 ヨーガは神との結合を意味すると共に, 神秘的自在力を体
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得するに到 る門である。

第三章は,価値転換の倫理説に基づき,世 に軽蔑され,侮蔑を招 く行を

勧める。 侮蔑・軽蔑 (pari‐bhi ava‐man)さ れた者は侮蔑 した者に罪を

与え返 し,自 らは清浄となる。それゆえ聖域から町に出て,人々に遠から

ず近からぎる所で錯乱・狂人の態をとり,汚れた姿で鬼霊 (preta)の如 く

ふるまえ, と言 う。或いはまた「頭を舟こぎ,大の字に臥するなど」居眠

るが如 くふるまい (こ れを「krathana」 と言 う),或いは風に吹かれたる如

く身をそよがせる。 はたまた酪酎せる如 く,或いは女人の前では媚態を示

し,か くして大いに軽侮を招けと。

第四章でも,「知を隠せば苦行は無限に輝 く」(1)云 々と説き,誓戒や清浄

な言葉を隠 して,錯乱者 (unmatta)の如 く世に行ぜよと言 う。つまり「我

あ り, との慢心なきは最上の護呪 (yantra)だ と伝えられる」け)と い うわ

けである。正統派婆羅門の四住期等の道は悪 しき道にして,侮蔑を招 く行

こそ正 しい道である。 この逆説的な行道論こそ罪を消 し, ヨーガに入らし

め,神 との結合をもたらすものである。

第五章。「(世 に)著 せざる」(1)「 ヨーガ者」(a「常住にして」博)「不生なる」に)

「慈愛者 (maitra)が 」に)「生成する。」(0「空宅に秘かに住み」(9)

「諸根 (限等の感覚器官と手等の行為器官および心等の内官をあわせて十

三を算える)を 制御 し」国「六ケ月を常に(神 と)結合せる(ヨ ーガ者

に)」 0,「 (神秘的)諸徳性が最高に働 く。」09「 (自 在性を)成就せる

ヨーガ者は(場 。身体・感官・対象 との結合を招 く)業や罪 と結合

しない。」口「所許の讃歌を唱えるべ し。 自己を制御 してガーヤ ト

リー歌を。」2J「ル ドラの(歌)或いは多相者の(歌)を 。」口「そのこ

とによって ヨー ガ働ら く。」23「 (オ ームなる)聖音を静慮せよ。」

図 (か くの如き)こ の者は(すでに)全知者なる聖仙である。」261「言

辞清浄者 (シ ヴァ)」 囲「大自在神である。」口「常にル ドラを想起せ
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よ。」1331「過失の原因たる網の根本 (ブト法)を 断ち切って」1341「 そして

ル ドラに立脚 して」3つ「独 りにして安らかな者は憂いなき者であ

る。」1391「放逸なき者は,苦の終焉に (dubkhanam antam)到 る

べ し。主の恩寵のゆえに (I`aprasadat)」 1401

<結 語 >

このように見ると,「′く―シュパタ・スー トラ」
`ま

幾分婆羅門教的要素

を交えながらもヨーガの行法と独自の倫理説に裏づけられたシヴァ教の実

践体系であることが理解されよう。それは次のような特色にまとめられる。

(イ )パ ーシュパタ・ ヨーガの語が象徴 しているように,神 との神秘的

結合を目指すヨーガを説 く。 コーガ学派 もシヴァ神の念想を説 くが, それ

は三味のための一手段で,行道の目的ではない。解脱者 としての神はたか

だか淵源時における師でしかなかったのだ。後者を無神論的ヨーガ,前者

を有神論的ヨーガと呼ぶ古来の一分類はあながち不当ではない。 パーシュ

パタ派は宇宙主なる神の恩寵を信ずるがゆえに,現下に神との結合を目指

すパーシュパタ・ コーガがサーンクヤ・ ヨーガに優ることを, カウンディ

ニヤは強調してやまない。か くして,「′く―シュパタ・ コーガ」とは,パ ー

シュパタ派の実践体系を象徴する言葉であると同時に, サーンクヤ・ ヨー

ガに拮抗する命名であることが理解される。

(口 )価 値転換の倫理説が特異である。人に軽蔑され侮蔑されることが

自己の罪を消去 し染汚から清浄に転換する道である。狂態を呈し,居眠 り

を装おい,鬼霊の如 くふるまえといった示唆は, この逆説的倫理説な くし

て理解できるものではない。 その場は聖域の外,すなわち世間 (10ka)で

町 (nagara)が 推奨される。なお聖域で行われるべき笑いや ドゥンドゥン

音声なども,歌や踊 りと同様, 神 との結合を促がすエクスタシーヘの道で

はないかと見られる。侮蔑を招 くに務める世間での狂態行と聖域での瞑想
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学習等の広義のコーガ行 とは唆別される。

(ハ)灰 を塗ること。灰は確かに清浄なもので, 身体の汚れをとると共

に灰の徳性をも体得するために,定期的にも随時にも灰を用いる。従って

パーシュパタ者のしるしにもなるから,食や水と並んで行乞の重要な対象

である。夜間の床にも用いるから可能な限 り多量に要請される。

(二 )場 所を選ばず,地面の一部や木の根元を以って,行のための聖域

とし,或いは,空宅や墓地などで独 り行ずることを勧める。 これではまと

まった教団,す くな くとも僧院の形態はとり難いようである。前掲原論文

で紹介された道場 (a`rama)の 形態は,カ ウンディニヤの疏にもパーサル

ヴァジュニヤの釈にも示唆されない。 各自の聖域 (ayatana)で の行は端

的に言って神との合一を目指すもので, 礼拝 。諷誦 。瞑想等がそのために

為される。 興味あることには祈 りの句が,「スー トラ」全五章の末尾に載

せられてお り,特に第四章の「ル ドラの歌」 と第三章の「多相者の歌」 と

が愛唱される。

(ホ )終 極の目的は苦の終焉に到 ることである。「スー トラ」では最後

に言われ,カ ウンディニヤは五原理のひとつに含め, 明瞭に解脱の宗教で

あることを示 している。 自在力を成就 した神人は業や罪 と結合 しないと言

って輪廻 。業説を無視するわけではないが,解脱は神 との合一を得ること

によって得られるとし, ジャイナ教や仏教のように業説に基づ く解脱論で

はない。神は人の業に依存せずして一切に意志する者 (Sarvakamika)と

言われる。神 との合一を目指すことが解脱の短絡 とされるから,極めて神

秘主義的な宗教 と規定 し得る。

以上の五点にまとめられるが,今言ったようにすぐれて神秘主義的であ

るから,神 と合一せる神人の種々の神秘的徳性,神秘的自在力の叙述にか

な りの重点を置いている。因みに前史インドにおけるシヴァ教がすでにコ

ーガの行法を用いていたことを想起すれば, ヴェーダ文献に紹介されたム
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二やヴラー トヤの伝統がここに蘇生 していることを理解できる。付記すべ

きは,「スー トラ」に形而上説が殆んど見られない点で,わずかに「素材物

質の破壊者 (kala宙 kara,a)」 といった呼称で,宇宙の主宰者の片鱗がのぞ

いているのみである。疏になるとある程度明確な世界構成が見られる。梵

天以下十四種の輪廻の場 (Sthana)を 規定 し, これ らを維持 (Vkal)す る

シヴァ神が世界の動力因である。 このテーゼがやがてニヤーヤ・ ヴァイシ

ェーシカ学派において展開することになる。

キなおカウンディニヤは, 現量 。比量・聖教の 3量を認める認識理論を述

べており,特に比量説の特色や,令量者 (神),量者,量,所量 (所作等の五

義)の弁別の試み,お よび伝承 (aitihya),ひ らめき (pratibha)な ども加

えた初期 ミーマーンサー学派の理論と見られるものを知っていたことか

ら, ヴァーツスヤーヤナ (5世紀前半)と シャバラスヴァーミン(6世紀

前半)の間およそ450～ 510年 の生存を推定し得る。殆んど唯一の年代資料

となる彼の認識理論について,「宗教研究」第32回学術大会紀要特集号の

小稿を参照されたい。

**「 スー トラ」の各章末に載せられる祈 りの旬については,「原典」たる

「 タイッティリーヤ・ アーラニヤカ」第十章 (マ ハー ●ナーラーヤナウパ

ニシャッド)と 一致しない所がある。本稿では「スー トラ」刊本の討正を

最小限に留め, カウンデイニヤの註釈に依存して解釈したが, タイッテ

ィリーヤアーラニヤカの文との比較, および註釈者や訳者の解釈の相異

については,印度学仏教学研究第二十三巻に略記する予定である。

シヴア教・パーシュパタ派における実践体系 (木村俊彦)-41-
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